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要 旨 

今枝・藤井[2021]において、「地域資源開発モデル」を提示した。当該モデルは、地域資源開

発の先進事例に共通する特徴を整理・分析することによって、先進事例の教訓を他地域にも適

用可能な「取組みの指針」ないし「取組みの評価基準」として一般化したものである。本研究

では、「地域個性を世界に訴求する商品の開発活動」を「ブランディング」と定義した上で、岡

崎市におけるブランディングの事例調査の結果を、地域資源開発モデルに照らして整理し、調

査事例の特徴と課題を明らかにしている。 
 
１．はじめに  
われわれは前稿（今枝・藤井[2021]）において、「地域資源開発モデル」を提示した。当該モ

デルは、地域資源開発の先進事例に共通する特徴を整理・分析することによって、先進事例の

教訓を他地域にも適用可能な「取組みの指針」ないし「取組みの評価基準」として一般化した

ものである。 
佐藤[2022]によれば、「人口減少下において地域経済の活力を高めるため」の「鍵」は「内発

型の域外市場産業」の育成であり、それを支える「地域個性を世界に訴求する人材」の確保・

育成が課題になるとされる。すなわち、個性的な地域素材に付加価値を与えることによって、

域外市場（すなわち他地域市場または国外市場）で広く需要される個性的な商品を開発するこ

と、そしてそれを担う人材を確保・育成することが、少子高齢化のもとでの地域活性化には必

要であると、佐藤[2022]は指摘しているのである。この指摘は、ポーター（Porter[1980]）が提唱

する差別化による競争戦略と、基本的な考え方において軌を一にするものであり、日本経済の

現況を加味して当該戦略論を肉付けしたものとしてこれを位置づけることができる。「地域個

性を世界に訴求する商品の開発活動」を、本稿では包括的に「ブランディング」と呼ぶことに

する。 
本稿の目的は、2022年度岡崎大学懇話会「岡崎における産学官共同研究助成事業」の一環と

し実施した岡崎市におけるブランディングの事例調査の結果を、地域資源開発モデルに照らし

て整理し、調査事例の特徴と課題を明らかにすることである。その作業を通じて先進的事例の

取組みを教訓化し、当該取組みの他の地域への移転可能性について探っていきたいと考えてい

る。本稿が、人口減少下の地域活性化のあり方を考える際の一助ともなれば幸甚である。 
 
２．地域資源開発モデル 
 この節では、事例調査の結果を整理するための枠組みとなる地域資源開発モデルについて、

必要最小限の（再）説明を行っておきたい1。前節でもふれたように、当該モデルは、先進事例

の教訓を他地域にも適用可能な「取組みの指針」ないし「取組みの評価基準」として一般化し

たものである。当該モデルの開発に当たっては、ドラッカーの自己評価ワークブック

－1－



 

 

（Drucker[1999]）をཧ考にした。 
 地域資源開発モデルの඲యീをᅗ示すれば、ᅗ⾲１のようになる（今枝・藤井[2021]）。௨下

では、ᅗ⾲１によりながら、当該モデルのྛStepについて、（再）説明を行っていきたい。 
 

ᅗᅗ⾲⾲ 1．．地地域域資資源源開開発発モモデデルル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         （ฟᡤ）➹⪅作成。 
 
SStteepp㸯㸯 資源素材の発᥀が、Step1の課題である。資源素材はከくの場ྜ、自⏕的にᏑᅾする

が、それを保᭷・支㓄する୺యもྵめて㛵ಀ⪅は、その₯ᅾ的価値にẼづいていない。地域活

性化に結ࡧ付く地域資源開発を行うためには、ポーターの競争戦略論が教示するように、࢜ン

ࣜーワンの価値๰㐀を行う必要があり、そのためにはそうした価値๰㐀に⧅がる₯ᅾ力を⛎め

た資源素材を発᥀することが求められる。こうした資源素材の発᥀には特Ṧな能力・ᢏ能を必

要とすることがከく、その作業は一般に㞴度の高いものとなる。 
SStteepp㸰㸰 資源素材と資源活用の௰௓が、Step2の課題である。資源素材を、地域活性化をもた

らす経済資源として活用できるようにするには、当該資源素材の₯ᅾ的価値を実現し、あるい

はそれに付加価値を与える必要がある。その作業を可能にするのが、᝟ሗの௰௓・結ྜである。

先進事例では、資源素材の事᝟に⢭通した௰௓⪅がᏑᅾし、地域資源の活用においても当該௰

௓⪅が㔜要なᙺ๭を果たしている。そうした௰௓⪅が、Step1における資源素材の発᥀をᡭがけ

ることがከく、そのព味で、Step1とStep2は㐃⥆性の高いࢫࢭࣟࣉとなる。 
SStteepp㸱㸱 地域資源としての活用が、Step3の課題である。地域活性化の経済ຠ果が⏕みฟされ

るのは、このStepにおいてである。資源素材を地域資源として活用するのは基本的には、地域

の事業⪅（そのከくは୰小・㞽⣽௻業）である。ᨵめて指摘するまでもなく、域外市場への訴

求力が大きい࡝࡯、その経済ຠ果は大きくなる。 
SStteepp㸲㸲 事業評価が、Step4の課題である。地域資源開発をᣢ⥆可能な取組みとするには、ᮇ

ᚅされた成果がᚓられているか࡝うかを評価することが㔜要になる。先進事例においては、そ

の取組みにおいて⛬度の差はあるが、限られた資源素材を᭷ຠに活用するためにも（内㒊⟶理

目的）、฼ᐖ㛵ಀ⪅（⣡⛯⪅・地域ఫẸ➼をྵࡴ）への説明㈐௵のためにも（外㒊ሗ࿌目的）、

事業評価がなされている。 
 

Step 1

資源素材の発掘

Step 2

資源素材と資源活用の仲介

Step 3

地域資源としての活用

Step 4

事業評価
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㸱．調査事例としての࢜カࢬࣅ 
（１）調査事例のᴫ要 
 今ᅇの調査事例として取り上ࡆたのは、岡崎ࢧࢫࢿࢪࣅポーࢭࢺンター（略⛠「࢜カࢬࣅ」）

である。2023年 1᭶ 31日（13:30㹼15:00）に実施した岡崎市担当課（小ᯘ㝯幸Ặ・岡崎市商ᕤ

ປᨻ課࢜カࢬࣅ担当）にᑐする࢜ンラ࢖ンのࣜ࢔ࣄングで、当該事業を⤂௓されたのがษっ᥃

けである。 
 岡崎市は、経済᣺⯆㒊商ᕤປᨻ課の事業として、2013年に࢜カࢬࣅを๰タした。その事ົᒁ

は、岡崎ᅗ᭩㤋஺ὶࣉラࢨ「りぶら」およࡧ「࢜࢖ンモール岡崎」に置かれている。࢜カࢬࣅ

の目的は、୰小௻業ࡸ㉳業ᐙをᑐ㇟に↓ᩱでࢫࢿࢪࣅにಀるㅖ般の┦ㄯにᑐᛂすることである。

岡崎市は、特࿨㝶ពዎ⣙を⥾結することで、その㐠Ⴀを、「ᰴᘧ会♫ࢁࡸまい」（௨下「ࢁࡸま

い」）にጤクしている。 
まいには、年㛫⣙ࢁࡸ 6,000୓෇の㐠Ⴀጤク㔠が、岡崎市から支ᡶわれている（岡崎市[2022]）。

࢜カࢬࣅは、ࢥࢫࢿࢪࣅーディࢿーター、IT・デ࢖ࢨン࢔ドࢨ࢖ࣂーな࡝のᑓ㛛ࢫタッフと௻

⏬広ሗࢥーディࢿーターな࡝ 12 ྡのࢫタッフで㐠Ⴀされている（岡崎ࢧࢫࢿࢪࣅポーࢭࢺン

ター[2023a]）。2022 年 10 ᭶の活動ሗ࿌᭩（岡崎ࢧࢫࢿࢪࣅポーࢭࢺンター[2022b]）によれば、

࢜カࢬࣅが 2021年 10᭶㹼2022年 9᭶にཷけた┦ㄯ௳ᩘは、⣙ 2,600௳とされている。 
 ௨下、本稿における࢜カࢬࣅとࢁࡸまいに㛵するグ㏙はす࡭て、ห行≀࢚࢘ࡸブ➼で一般に

බ開された࢜ーࣉンデータによっている。また、それらに㛵するゎ㔘ࡸ評価は、われわれの学

⾡的ุ᩿によるものであり、ありう࡭きㄗㅸ➼はす࡭てわれわれの㈐にᖐするものであること

を、あらかじめお᩿りしておきたい。 
 
（２）࢜カࢬࣅのไ度的࢟ࢫーム 
 ࢜カࢬࣅのไ度的࢟ࢫームについて、⡆༢に整理しておきたい。そのᴫ要は、ᅗ⾲ 2のよう

に要⣙することができる。 
ᅗᅗ⾲⾲ 2.  ࢜࢜カカࢬࢬࣅࣅののไไ度度的的࢟࢟ࢫࢫーームム 

 

       
        （ฟᡤ）➹⪅作成。 

 

 

（Drucker[1999]）をཧ考にした。 
 地域資源開発モデルの඲యീをᅗ示すれば、ᅗ⾲１のようになる（今枝・藤井[2021]）。௨下

では、ᅗ⾲１によりながら、当該モデルのྛStepについて、（再）説明を行っていきたい。 
 

ᅗᅗ⾲⾲ 1．．地地域域資資源源開開発発モモデデルル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         （ฟᡤ）➹⪅作成。 
 
SStteepp㸯㸯 資源素材の発᥀が、Step1の課題である。資源素材はከくの場ྜ、自⏕的にᏑᅾする

が、それを保᭷・支㓄する୺యもྵめて㛵ಀ⪅は、その₯ᅾ的価値にẼづいていない。地域活

性化に結ࡧ付く地域資源開発を行うためには、ポーターの競争戦略論が教示するように、࢜ン

ࣜーワンの価値๰㐀を行う必要があり、そのためにはそうした価値๰㐀に⧅がる₯ᅾ力を⛎め

た資源素材を発᥀することが求められる。こうした資源素材の発᥀には特Ṧな能力・ᢏ能を必

要とすることがከく、その作業は一般に㞴度の高いものとなる。 
SStteepp㸰㸰 資源素材と資源活用の௰௓が、Step2の課題である。資源素材を、地域活性化をもた

らす経済資源として活用できるようにするには、当該資源素材の₯ᅾ的価値を実現し、あるい

はそれに付加価値を与える必要がある。その作業を可能にするのが、᝟ሗの௰௓・結ྜである。

先進事例では、資源素材の事᝟に⢭通した௰௓⪅がᏑᅾし、地域資源の活用においても当該௰

௓⪅が㔜要なᙺ๭を果たしている。そうした௰௓⪅が、Step1における資源素材の発᥀をᡭがけ

ることがከく、そのព味で、Step1とStep2は㐃⥆性の高いࢫࢭࣟࣉとなる。 
SStteepp㸱㸱 地域資源としての活用が、Step3の課題である。地域活性化の経済ຠ果が⏕みฟされ

るのは、このStepにおいてである。資源素材を地域資源として活用するのは基本的には、地域

の事業⪅（そのከくは୰小・㞽⣽௻業）である。ᨵめて指摘するまでもなく、域外市場への訴

求力が大きい࡝࡯、その経済ຠ果は大きくなる。 
SStteepp㸲㸲 事業評価が、Step4の課題である。地域資源開発をᣢ⥆可能な取組みとするには、ᮇ

ᚅされた成果がᚓられているか࡝うかを評価することが㔜要になる。先進事例においては、そ

の取組みにおいて⛬度の差はあるが、限られた資源素材を᭷ຠに活用するためにも（内㒊⟶理

目的）、฼ᐖ㛵ಀ⪅（⣡⛯⪅・地域ఫẸ➼をྵࡴ）への説明㈐௵のためにも（外㒊ሗ࿌目的）、

事業評価がなされている。 
 

Step 1

資源素材の発掘

Step 2

資源素材と資源活用の仲介

Step 3

地域資源としての活用

Step 4

事業評価

－3－



 

 

࢜カࢬࣅは、岡崎市商ᕤປᨻ課の事業としてタ置されているが、その㐠Ⴀは外㒊の事業⪅で

あるࢁࡸまいにጤクされている。࢜カࢬࣅは岡崎市から஺付される㐠Ⴀጤク㔠によって㐠Ⴀさ

れており、したがって୰小௻業ࡸ㉳業ᐙは↓ᩱで࢜カࢬࣅに┦ㄯすることができる。࢜カࢬࣅ

は኎上࢔ッࣉに特化したࢫࢿࢪࣅ┦ㄯᡤであり、࢜カࢬࣅが提౪するࢧࢫࢿࢪࣅポーࢺの特徴

は、ձ業✀に㛵ಀなく、あらࡺる事業の┦ㄯに⟅えるⅬ（Hearing）、ղ課題ࡸᙉみをぢつけ、ఱ

をしたらよいかを明らかにするⅬ（Discovery）、ճ同じ目⥺で前ྥきなゎỴ⟇を考え、ࣞࣕࢳン

し⥆けるⅬ（Support）、のࢺポーࢧをࢪ 3 Ⅼにまとめることができる（岡崎ࢧࢫࢿࢪࣅポーࢺ

 。（ンター[2023b]ࢭ
 ௨上にぢるไ度的࢟ࢫームのཎ型をなすのが、「Fࢬࣅモデル」である。 
 ㏆年では、自἞య୺ᑟでྛ地に開タされた௻業の┦ㄯ❆口に、地方௻業を支える௙組みとし

て高いᮇᚅがᐤࡏられている。かかる取組みのฟ発Ⅼとなったのが、ᐩኈ市産業支᥼ࢭンター

（通⛠「Fࢬࣅ」）である。その取組みのࢫタ࢖ルを、᪤Ꮡの一般的なබ的産業支᥼ᶵ㛵のそれ

と༊別して、「Fࢬࣅモデル」と呼ࢇでいる（藤㯞[2021]）。ࢬࣅモデルの特徴は、୰小事業⪅の

最大の経Ⴀ課題である「኎上࢔ッࣉ」に࣑ࢥッࢺするというጼໃを、前㠃にᡴちฟしているⅬ

にある（㯮⏣㝯明[2016]）。 
 F 小つᶍ事業⪅は業✀も௻業ࡸの開タと㐠Ⴀにᦠわった小ฟ᐀᫛Ặによれば、୰小௻業ࢬࣅ

のかたちもᵝࠎであるためᝎみもከᵝであるが、会♫のᏑ⥆にかかわる᰿本的なᝎみは「኎上」

である。しかしながら、「ᚑ᮶の地方௻業支᥼の現場では、こうした経Ⴀ⪅のᝎみにᑐして┦ㄯ

をཷける人がၥ題Ⅼの指摘とその௻業の分析に⤊Ṇしてしまっているࢣーࢫが࡯と࡝ࢇ」（藤

㯞[2021]）とされる。 
 ၥ題Ⅼの指摘ࡸ分析ࡔけでは኎上はఙࡧない。኎上を❧てなければならないという課題にྥ

きྜったとき、課題ゎỴの方㏵は大きく 3つある。➨ 1に「㈍㊰開ᣅ（᪤Ꮡの㈍㊰を広ࡆる）」

であり、➨ 2に「᪂商品・᪂ࢧーࢫࣅの開発」であり、➨ 3に「᪂分㔝への進ฟ」である（藤

㯞[2021]）2。 
 小ฟẶは、かかる課題を㐩成するために、「┦ᡭをྰ定しない」、「おカࢿを᥃けない」、「࢜ン

ࣜーワンをぢいࡔす」、「ලయ⟇を提示する」、「成果がฟるまでࢧポーࢺする」ということに、

ഴὀしてࢧポーࢺにあたってきたという（大ᴦ[2016]）。こうした「こࡔわり」がFࢬࣅモデル

の基本理ᛕであり、඲国の2023）ࢬࣅ 年 3᭶現ᅾ⣙ 20かᡤ）に⥅ᢎされている（Y-biz[2023]）。 
 

（㸱）特࿨㝶ពዎ⣙ 
 ࢜カࢬࣅのไ度的࢟ࢫームを理ゎするうえで、㔜要なポ࢖ンࢺとなるのが、特࿨㝶ពዎ⣙で

ある。 
岡崎市は、地方自἞ἲ➨ 234᮲➨ 2㡯およࡧ地方自἞ἲ施行௧（௨下「施行௧」）➨ 167᮲の

2にもとづき、「ᕤ事ࡸ業ົጤク、≀品調㐩といったබ共調㐩に㛵するዎ⣙を、㝶ពዎ⣙として

⥾結する際の目Ᏻ」として岡崎市㝶ពዎ⣙࢞࢖ドラ࢖ン（௨下「࢞࢖ドラ࢖ン」）を作成してい

る（岡崎市[2019]）。当該࢞࢖ドラ࢖ンによれば、「自἞యが競争ධᮐを実施ࡎࡏに、特定の┦ᡭ

方を指定してዎ⣙できる方ἲ」（1㡫）を「㝶ពዎ⣙」といい、かかる㝶ពዎ⣙のうち、施行௧

➨ 167᮲の 2➨ 1㡯➨ 2ྕから➨ 9ྕに該当するものを「特࿨㝶ពዎ⣙」という。すなわち、

特࿨㝶ពዎ⣙は「特定の１⪅からぢ✚りを徴取して、ዎ⣙を⥾結できる方ἲ」であり、「ዎ⣙の

性㉁ࡸ目的によって競争ධᮐが適さない場ྜࡸ、⥭ᛴにより競争ධᮐができない場ྜ」に適用

されるとされる（1㡫）。 
岡崎市が「ࢧࢫࢿࢪࣅポーࢭࢺンター㐠Ⴀ業ົ」をጤクするࢁࡸまいとの特࿨㝶ពዎ⣙は、
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施行௧➨ 167 ᮲の 2 ➨ 1 㡯の➨ 2 ྕに該当し、「必要なᑓ㛛ᢏ⾡ࡸ特Ṧな知㆑・資᱁➼を᭷す

る⪅が当該業⪅しかいない」ことが、かかるዎ⣙の理⏤とされている（岡崎市[2022]）。岡崎市

商ᕤປᨻ課࢜カࢬࣅ担当によれば、「事業⪅の኎上ᣑ大にᑐするࢁࡸまいࢫタッフの支᥼能力

と岡崎市内の事業⪅とのࢿッࢺワークを᭷すること」が、ࢁࡸまいとのලయ的なዎ⣙理⏤とさ

れる。 
岡崎市のබ共調㐩は、競争ධᮐをཎ๎としているため（岡崎市[2019]1 㡫）、特࿨㝶ពዎ⣙は

例外的なዎ⣙方ᘧとなるが、岡崎市は 2022年 4㹼6᭶の 2か᭶ࡔけで 124௳の特࿨㝶ពዎ⣙を

⥾結しており、ࢁࡸまいとのዎ⣙が✺ฟした事例というわけではない。 
 
㸲．先進的取組みの⤂௓ 
 この節では、ࢁࡸまいがᡭ᥃けた支᥼事業の先進的事例を⤂௓する。 
（１）᭷限会♫✄ᇉ▼材ᗑのࢣーࢫ 
᭷限会♫✄ᇉ▼材ᗑ（௨下「✄ᇉ▼材ᗑ」）は、቎▼の〇㐀・㈍኎を୺な事業とする 1927年

๰業の⪁⯒௻業である。岡崎ࢧࢫࢿࢪࣅポーࢭࢺンター[2023c]によれば、✄ᇉ▼材ᗑは、㏆年

の቎▼需要の⃭減から、቎▼௨外にᢏ⾡をᏑ⥆さࡏられる方ἲをᶍ⣴し、࢜カࢬࣅに┦ㄯにゼ

れた。 
࢜カࢬࣅでは、✄ᇉ▼材ᗑが、቎▼〇㐀の㐣⛬でฟた➃材な࡝を再฼用して๰作した㣗ჾ（─

➼）を、࢜ ンラ࢖ン࣐ーࢣッࢺでᩘ千෇でࢺࢫࢸ㈍኎したという話に╔目した。「቎▼の➃材（㸻

産業用ᗫᲠ≀）も、ぢ方をኚえれば最高⣭のᚚᙳ▼」（⛅ඖ[2022]）であるため、これらの㣗ჾ

を「最高⣭のᚚᙳ▼から、⇍⦎した⫋人のᡭ௙事によって⏕まれた࢜ーࢲー࣓࢖ド▼㣗ჾ」（⛅

ඖ[2022]）として付加価値をつけ、再定義することを提᱌した。そして、デ࢖ࢨン࢔ドࢨ࢖ࣂー

࢖）にした▼〇品のブランド「INASEࢺッࢤターが加わり、高⣭外㣗市場をター࢖ーラࣆࢥࡸ

 。をしたࢺポーࢧを育てる「（ࢭࢼ
岡崎ࢧࢫࢿࢪࣅポーࢭࢺンター[2023c]によれば、2020年 7᭶に本᱁ጞ動した「▼のჾブラン

ド INASE（ࢭࢼ࢖）」は、国内外の࣑ࣗࢩランᫍ付きࣞࢺࢫランࡸ高⣭᪑㤋な࡝で᥇用され3、

㈍኎から 1年༙࡝࡯で会♫の඲኎上ẚ⋡の 10㸣を༨めるまでに成㛗した。 
また、✄ᇉ▼材ᗑ（「▼の価値をす࡭ての人にᒆける」▼のჾ INASE）は、「▼の➃材を用い

た㣗ჾ〇作により᪂分㔝へ進ฟし、▼のもつ可能性を広ࡆる。▼の㨩力と▼ᒇのᢏ⾡力を一─

に。ఏ⤫産業のᢏ⾡⥅ᢎにも㈉⊩」として、2021年度「あいちࢧーࢫࣅ大㈹4」の最ඃ秀㈹であ

る知事㈹に㑅ฟされた（ࢧ・ポータルあいち[2021]）。同♫は、先進的なࢧーࢫࣅを提౪してい

る事業⪅として♫会的にもㄆ知されたのである。 
 
（２）᭷限会♫ࣆーࢶーのࢣーࢫ 
 ᭷限会♫ࣆーࢶー（௨下「ࣆーࢶー」）は、自動㌴㛵㐃のヨ作ᯈ㔠を୺な事業とする 1989年
タ❧の௻業である。岡崎ࢧࢫࢿࢪࣅポーࢭࢺンター[2019]; [2020a]によれば、ࣆーࢶーはᮎ➃下

ㄳけで、自動㌴業界の転᥮に༴ᶵឤをᣢち、ᢏ⾡を⏕かした᪂商品開発を目指して、࢜カࢬࣅ

に┦ㄯにゼれた。 
 ࢜カࢬࣅでは、ࣆーࢶーが、一ḟ下ㄳけが実現できなかった㞴加ᕤヨ作でも、▷⣡ᮇでᑐᛂ

できていたことに╔目し、かかる▷⣡ᮇで高度な加ᕤを成しえるᢏ⾡力・ᑐᛂ力を、᪂ࢧーࣅ

ࢫࣞࣉࢫ㞴加ᕤ࢚ク」ࢫ 72」（㞴加ᕤ㒊品でも最▷ 72᫬㛫でᑐᛂするࢧーࢫࣅ）としてぢえる

化することを提᱌した。 
࢜カࢬࣅが、ࣆーࢶーの࣍ーム࣌ーࢪ作成と「㞴加ᕤ࢚クࢫࣞࣉࢫ 72」の᝟ሗ発ಙをࢧポー

 

 

࢜カࢬࣅは、岡崎市商ᕤປᨻ課の事業としてタ置されているが、その㐠Ⴀは外㒊の事業⪅で

あるࢁࡸまいにጤクされている。࢜カࢬࣅは岡崎市から஺付される㐠Ⴀጤク㔠によって㐠Ⴀさ

れており、したがって୰小௻業ࡸ㉳業ᐙは↓ᩱで࢜カࢬࣅに┦ㄯすることができる。࢜カࢬࣅ

は኎上࢔ッࣉに特化したࢫࢿࢪࣅ┦ㄯᡤであり、࢜カࢬࣅが提౪するࢧࢫࢿࢪࣅポーࢺの特徴

は、ձ業✀に㛵ಀなく、あらࡺる事業の┦ㄯに⟅えるⅬ（Hearing）、ղ課題ࡸᙉみをぢつけ、ఱ

をしたらよいかを明らかにするⅬ（Discovery）、ճ同じ目⥺で前ྥきなゎỴ⟇を考え、ࣞࣕࢳン

し⥆けるⅬ（Support）、のࢺポーࢧをࢪ 3 Ⅼにまとめることができる（岡崎ࢧࢫࢿࢪࣅポーࢺ

 。（ンター[2023b]ࢭ
 ௨上にぢるไ度的࢟ࢫームのཎ型をなすのが、「Fࢬࣅモデル」である。 
 ㏆年では、自἞య୺ᑟでྛ地に開タされた௻業の┦ㄯ❆口に、地方௻業を支える௙組みとし

て高いᮇᚅがᐤࡏられている。かかる取組みのฟ発Ⅼとなったのが、ᐩኈ市産業支᥼ࢭンター

（通⛠「Fࢬࣅ」）である。その取組みのࢫタ࢖ルを、᪤Ꮡの一般的なබ的産業支᥼ᶵ㛵のそれ

と༊別して、「Fࢬࣅモデル」と呼ࢇでいる（藤㯞[2021]）。ࢬࣅモデルの特徴は、୰小事業⪅の

最大の経Ⴀ課題である「኎上࢔ッࣉ」に࣑ࢥッࢺするというጼໃを、前㠃にᡴちฟしているⅬ

にある（㯮⏣㝯明[2016]）。 
 F 小つᶍ事業⪅は業✀も௻業ࡸの開タと㐠Ⴀにᦠわった小ฟ᐀᫛Ặによれば、୰小௻業ࢬࣅ

のかたちもᵝࠎであるためᝎみもከᵝであるが、会♫のᏑ⥆にかかわる᰿本的なᝎみは「኎上」

である。しかしながら、「ᚑ᮶の地方௻業支᥼の現場では、こうした経Ⴀ⪅のᝎみにᑐして┦ㄯ

をཷける人がၥ題Ⅼの指摘とその௻業の分析に⤊Ṇしてしまっているࢣーࢫが࡯と࡝ࢇ」（藤

㯞[2021]）とされる。 
 ၥ題Ⅼの指摘ࡸ分析ࡔけでは኎上はఙࡧない。኎上を❧てなければならないという課題にྥ

きྜったとき、課題ゎỴの方㏵は大きく 3つある。➨ 1に「㈍㊰開ᣅ（᪤Ꮡの㈍㊰を広ࡆる）」

であり、➨ 2に「᪂商品・᪂ࢧーࢫࣅの開発」であり、➨ 3に「᪂分㔝への進ฟ」である（藤

㯞[2021]）2。 
 小ฟẶは、かかる課題を㐩成するために、「┦ᡭをྰ定しない」、「おカࢿを᥃けない」、「࢜ン

ࣜーワンをぢいࡔす」、「ලయ⟇を提示する」、「成果がฟるまでࢧポーࢺする」ということに、

ഴὀしてࢧポーࢺにあたってきたという（大ᴦ[2016]）。こうした「こࡔわり」がFࢬࣅモデル

の基本理ᛕであり、඲国の2023）ࢬࣅ 年 3᭶現ᅾ⣙ 20かᡤ）に⥅ᢎされている（Y-biz[2023]）。 
 

（㸱）特࿨㝶ពዎ⣙ 
 ࢜カࢬࣅのไ度的࢟ࢫームを理ゎするうえで、㔜要なポ࢖ンࢺとなるのが、特࿨㝶ពዎ⣙で

ある。 
岡崎市は、地方自἞ἲ➨ 234᮲➨ 2㡯およࡧ地方自἞ἲ施行௧（௨下「施行௧」）➨ 167᮲の

2にもとづき、「ᕤ事ࡸ業ົጤク、≀品調㐩といったබ共調㐩に㛵するዎ⣙を、㝶ពዎ⣙として

⥾結する際の目Ᏻ」として岡崎市㝶ពዎ⣙࢞࢖ドラ࢖ン（௨下「࢞࢖ドラ࢖ン」）を作成してい

る（岡崎市[2019]）。当該࢞࢖ドラ࢖ンによれば、「自἞యが競争ධᮐを実施ࡎࡏに、特定の┦ᡭ

方を指定してዎ⣙できる方ἲ」（1㡫）を「㝶ពዎ⣙」といい、かかる㝶ពዎ⣙のうち、施行௧

➨ 167᮲の 2➨ 1㡯➨ 2ྕから➨ 9ྕに該当するものを「特࿨㝶ពዎ⣙」という。すなわち、

特࿨㝶ពዎ⣙は「特定の１⪅からぢ✚りを徴取して、ዎ⣙を⥾結できる方ἲ」であり、「ዎ⣙の

性㉁ࡸ目的によって競争ධᮐが適さない場ྜࡸ、⥭ᛴにより競争ධᮐができない場ྜ」に適用

されるとされる（1㡫）。 
岡崎市が「ࢧࢫࢿࢪࣅポーࢭࢺンター㐠Ⴀ業ົ」をጤクするࢁࡸまいとの特࿨㝶ពዎ⣙は、
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࢔ーは␗業✀の大ᡭ࣓ーカーから┤᥋の大㔞ཷὀを⋓ᚓし、大ᖜな኎上ࢶーࣆ、ࢁしたとこࢺ

ッࣉに成ຌした（ࣆーࢶー[2023]）。 
 

（㸱）おかࡊきᴦのࢫーࢣの‮ 
 おかࡊきᴦのࣅ崎岡・[1202]ඖ⛅。るあでつ１のタ施ᾎ るすႠ㐠がࣟࢩカࢼ♫会ᘧᰴ、は‮

きᴦのに大ᣑᰁឤࢫル࢖࢘ࢼࣟࢥ型᪂、は‮ࡊンター[2020b]によれば、おかࢭࢺポーࢧࢫࢿࢪ

よる⥭ᛴ事ែᐉゝをཷけてఇ業をవ൤なくされたが、事業再開ᚋも、高齢⪅が฼用⪅の大༙を

༨めるᖹ日日୰の฼用ᐈᩘがᅇ᚟ࡎࡏ、኎上が大ᖜにⴠち㎸ࢇでいた。そこで、ண⟬をかけࡎ

に㞟ᐈと኎上࢔ッࣉを目指し、࢜カࢬࣅへ┦ㄯにゼれた。 
 ࢜カࢬࣅは、おかࡊきᴦのฎ事㣗、とこるあᩘ当┦がᐈ用฼のົ໅業௻㌴動自ᡭ大ඖ地に‮

ᩱ↓、ࢫー࣌ࢫクࢫー、デࢼーࢥࢫࢿࢺフィッ、ࢫー࣌ࢫ᠁ఇࡸ Wi-Fi な࡝、㏆㞄の㖹ẚに‮

して、ᾎ場௨外のタഛが඘実していることに╔目した（おかࡊきᴦの。（[3202]‮ 
 また、ࢼࣟࢥ⚝で♫会的に広がりをみࡏる「ワーࢣーࣙࢩン」5に╔᝿をᚓて、ᅾᏯワーク環

ቃが整っていない、または自Ꮿ௨外でࢫࣞࢺࢫなく௙事をしたいࣃࢫࢿࢪࣅーࢯンをターࢤッ

ー㖹タるいてっᥞにです。たし᱌提を౪提のࢫࣅーࢧンࣙࢩーࢣーワので‮ࣃーࢫ、にしたࢺ

ഛを整え、ࢳラ࣍ࡸࢩーム࣌ーࢪによる᝟ሗ発ಙをࢧポーࢺし、ධᾎ・ᒾ┙ᾎと 2ドࣜンクで

1,200෇の「ࡈ㏆ᡤワーࢣーࣙࢩン」ࣉランの提౪をࢫターࢺさࡏた。 
は人Ẽを㞟め、᪂たな㢳ᐈᒙの取り㎸みに成ຌするととも「ランࣉンࣙࢩーࢣ㏆ᡤワーࡈ」 

に、ランࢳでの㣗事ฎの฼用な࡝からᐈ༢価もቑ加した。⩣᭶には、ᖹ日日୰の኎上が、前᭶

ẚで⣙ 120%ቑ加したとされる。 
 

㸳．岡崎市におけるブランディングの特徴と課題 
前節では、岡崎市における地域個性を世界に訴求するブランディングの取組みとして、࢜カ

 。の活動をみてきた。本節では、その特徴と課題について整理したいとᛮうࢬࣅ
➨ 1は、࢜カࢬࣅは、୰小௻業・㉳業ᐙのࢧポーࢺに㛵する高度にᑓ㛛的な知㆑と経㦂をᣢ

つ事業⪅、すなわちࢁࡸまいによって㐠Ⴀされているということである。そのព味で、ࢁࡸま

いは、「వ人をもって௦えがたい」事業⪅という要௳を理᝿的なᙧで‶たす、特࿨㝶ពዎ⣙の඾

型的なᑐ㇟事業⪅といえるであࢁう。 
まいが᭷する高度なᑓ㛛知㆑と経㦂によって、ከくの先進的かつ⊂๰的な成果が⏕みฟࢁࡸ 

されている。┦ㄯにゼれた事業⪅のᙉみを探し、お㔠をかけࡎに኎上࢔ッࣉにつながるような

提᱌を行い、⥅⥆したࢧポーࢺを行っている。✄ᇉ▼材ᗑのように、域外市場産業となりうる

 。も㍮ฟしているࢫーࢣ
 しかし、➨ 2に、࢜カࢬࣅの㐠Ⴀ事業⪅と同じようなỈ準の事業⪅は、඲国的にᕼ少である

と᥎ されることである。࢜カࢬࣅと同じようなࢧࢫࢿࢪࣅポーࢺのไ度的࢟ࢫームをᵓ⠏し

たとしても、࢜カࢬࣅと同じような成果がᚓられるとは限らない。࢜カࢬࣅの㐠Ⴀ୺యである

⪅まいは、特࿨㝶ពዎ⣙が᝿定するように、ᩥᏐ通りの「వ人をもって௦えがたい」事業ࢁࡸ

としてᏑᅾし、活動しているからである。そのព味で、࢜カࢬࣅの取組みは、ᴟめてᒓ人的な

ものと評しうるのである6。 
 ➨ 3に、そうであるがࡺえに、地域資源を地域᣺⯆に⧅ࡆうる（すなわちブランディングࡸ

᝟ሗの௰௓・結ྜをᡭ᥃けうる）人材・ᚋ⥅⪅の育成が今ᚋの課題になるということである。

、ࡸ支᥼ࡆのような産業支᥼施タの❧ち上ࢬࣅまいにおいては、事業の一環として、࢜カࢁࡸ

᪂商品開発研ಟ、高ᰯ⏕とのࢥラ࣎による᪂商品開発➼の、人材育成にಀる取組みも行われて
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いる。そうした取組みを通じて、経㦂と࢟ࢫルの移転可能性の（再）⏕産がᅗられようとして

いるのである。 
 地域資源開発モデルに㛵㐃して最ᚋに付ゝしておけば、࢜カࢬࣅの取組みにおいては、࢘࢔

༑分に、ࢁといったᮇᚅされた成果に㛵する事業評価は現ᅾのとこࢺクࣃン࢖会的♫ࡸカムࢺ

は実施されていないようである。先進的かつ⊂๰的な活動をᣢ⥆可能なものとするためには、

そうした事業評価を行うことが、（ᑗ᮶的には）㑊けて通れない課題になるとᛮわれる。 
 
㸴．おわりに 
௨上により、2022年度岡崎大学懇話会「岡崎における産学官共同研究助成事業」の一環とし

実施した岡崎市におけるブランディングの事例調査の結果を、地域資源開発モデルに照らして

整理し、調査事例の特徴と課題を明らかにするという本稿の目的は、ᴫࡡ㐩成されたものとᛮ

われる。 
 岡崎市には、地域活性化の先進的かつ⊂๰的な取組みのࢣーࢫがከくᏑᅾしている。そうし

た取組みの成果をᶆ準化し、他௻業・他地域にも移転可能な教訓として定ᘧ化するために、ᘬ

き⥆き研究を⥆けていきたい。 
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࢖ࢲࢪࣀࢠࢶࠗ 2࠘021/7/15㸪https://smbiz.asahi.com/article/14393203（2023/3/29࢔クࢫࢭ）。 
今枝千樹・藤井秀樹「地方๰⏕における地域資源の戦略的活用とその成ຌ要ᅉ̿広ᓥᏳⱁ高⏣

⚄ᴦのࢣーࢫࢫタディ̿」ࠗ 㠀Ⴀ฼ἲ人研究学会ㄅ࠘➨22ᕳ、2020年、47-56㡫。 
「地方๰⏕における地域資源開発の現≧と可能性 ̿岡崎市のᣮ戦と課題̿」ࠗ地域活性化研究࠘

➨ 20ྕ㸪岡崎大学懇話会、2021年、1-9㡫。 
岡崎市「ྛ✀要㡿（ධᮐ┘どጤဨ会・බ⾲・ධᮐに㛵する୙᭹⏦❧て・㝶ពዎ⣙㛵ಀ）」ࠗ 岡崎

市㝶ពዎ⣙࢞࢖ドラ࢖ン 、࠘2019年 
https://www.city.okazaki.lg.jp/1400/1401/p012792124_d/fil/zuikei.pdf（2023/3/29࢔クࢫࢭ）。 

ࠗ特࿨㝶ពዎ⣙一ぴ（௧࿴ 4年 4᭶㹼6᭶）࠘  
https://www.city.okazaki.lg.jp/1400/1401/p012553_d/fil/R4tokumei4-6.pdf（2023/3/29࢔クࢫࢭ）。 

岡崎ࢧࢫࢿࢪࣅポーࢭࢺンター「愛知のࢧࢫࢿࢪࣅポーࢭࢺンター OKa-Biz、目ᶆ値 491㸣の

 

 

࢔ーは␗業✀の大ᡭ࣓ーカーから┤᥋の大㔞ཷὀを⋓ᚓし、大ᖜな኎上ࢶーࣆ、ࢁしたとこࢺ

ッࣉに成ຌした（ࣆーࢶー[2023]）。 
 

（㸱）おかࡊきᴦのࢫーࢣの‮ 
 おかࡊきᴦのࣅ崎岡・[1202]ඖ⛅。るあでつ１のタ施ᾎ るすႠ㐠がࣟࢩカࢼ♫会ᘧᰴ、は‮

きᴦのに大ᣑᰁឤࢫル࢖࢘ࢼࣟࢥ型᪂、は‮ࡊンター[2020b]によれば、おかࢭࢺポーࢧࢫࢿࢪ

よる⥭ᛴ事ែᐉゝをཷけてఇ業をవ൤なくされたが、事業再開ᚋも、高齢⪅が฼用⪅の大༙を

༨めるᖹ日日୰の฼用ᐈᩘがᅇ᚟ࡎࡏ、኎上が大ᖜにⴠち㎸ࢇでいた。そこで、ண⟬をかけࡎ

に㞟ᐈと኎上࢔ッࣉを目指し、࢜カࢬࣅへ┦ㄯにゼれた。 
 ࢜カࢬࣅは、おかࡊきᴦのฎ事㣗、とこるあᩘ当┦がᐈ用฼のົ໅業௻㌴動自ᡭ大ඖ地に‮

ᩱ↓、ࢫー࣌ࢫクࢫー、デࢼーࢥࢫࢿࢺフィッ、ࢫー࣌ࢫ᠁ఇࡸ Wi-Fi な࡝、㏆㞄の㖹ẚに‮

して、ᾎ場௨外のタഛが඘実していることに╔目した（おかࡊきᴦの。（[3202]‮ 
 また、ࢼࣟࢥ⚝で♫会的に広がりをみࡏる「ワーࢣーࣙࢩン」5に╔᝿をᚓて、ᅾᏯワーク環

ቃが整っていない、または自Ꮿ௨外でࢫࣞࢺࢫなく௙事をしたいࣃࢫࢿࢪࣅーࢯンをターࢤッ

ー㖹タるいてっᥞにです。たし᱌提を౪提のࢫࣅーࢧンࣙࢩーࢣーワので‮ࣃーࢫ、にしたࢺ

ഛを整え、ࢳラ࣍ࡸࢩーム࣌ーࢪによる᝟ሗ発ಙをࢧポーࢺし、ධᾎ・ᒾ┙ᾎと 2ドࣜンクで

1,200෇の「ࡈ㏆ᡤワーࢣーࣙࢩン」ࣉランの提౪をࢫターࢺさࡏた。 
は人Ẽを㞟め、᪂たな㢳ᐈᒙの取り㎸みに成ຌするととも「ランࣉンࣙࢩーࢣ㏆ᡤワーࡈ」 

に、ランࢳでの㣗事ฎの฼用な࡝からᐈ༢価もቑ加した。⩣᭶には、ᖹ日日୰の኎上が、前᭶

ẚで⣙ 120%ቑ加したとされる。 
 

㸳．岡崎市におけるブランディングの特徴と課題 
前節では、岡崎市における地域個性を世界に訴求するブランディングの取組みとして、࢜カ

 。の活動をみてきた。本節では、その特徴と課題について整理したいとᛮうࢬࣅ
➨ 1は、࢜カࢬࣅは、୰小௻業・㉳業ᐙのࢧポーࢺに㛵する高度にᑓ㛛的な知㆑と経㦂をᣢ

つ事業⪅、すなわちࢁࡸまいによって㐠Ⴀされているということである。そのព味で、ࢁࡸま

いは、「వ人をもって௦えがたい」事業⪅という要௳を理᝿的なᙧで‶たす、特࿨㝶ពዎ⣙の඾

型的なᑐ㇟事業⪅といえるであࢁう。 
まいが᭷する高度なᑓ㛛知㆑と経㦂によって、ከくの先進的かつ⊂๰的な成果が⏕みฟࢁࡸ 

されている。┦ㄯにゼれた事業⪅のᙉみを探し、お㔠をかけࡎに኎上࢔ッࣉにつながるような

提᱌を行い、⥅⥆したࢧポーࢺを行っている。✄ᇉ▼材ᗑのように、域外市場産業となりうる

 。も㍮ฟしているࢫーࢣ
 しかし、➨ 2に、࢜カࢬࣅの㐠Ⴀ事業⪅と同じようなỈ準の事業⪅は、඲国的にᕼ少である

と᥎ されることである。࢜カࢬࣅと同じようなࢧࢫࢿࢪࣅポーࢺのไ度的࢟ࢫームをᵓ⠏し

たとしても、࢜カࢬࣅと同じような成果がᚓられるとは限らない。࢜カࢬࣅの㐠Ⴀ୺యである

⪅まいは、特࿨㝶ពዎ⣙が᝿定するように、ᩥᏐ通りの「వ人をもって௦えがたい」事業ࢁࡸ

としてᏑᅾし、活動しているからである。そのព味で、࢜カࢬࣅの取組みは、ᴟめてᒓ人的な

ものと評しうるのである6。 
 ➨ 3に、そうであるがࡺえに、地域資源を地域᣺⯆に⧅ࡆうる（すなわちブランディングࡸ

᝟ሗの௰௓・結ྜをᡭ᥃けうる）人材・ᚋ⥅⪅の育成が今ᚋの課題になるということである。

、ࡸ支᥼ࡆのような産業支᥼施タの❧ち上ࢬࣅまいにおいては、事業の一環として、࢜カࢁࡸ

᪂商品開発研ಟ、高ᰯ⏕とのࢥラ࣎による᪂商品開発➼の、人材育成にಀる取組みも行われて
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https://project.nikkeibp.co.jp/atclppp/15/434148/030900017/（2023/3/29࢔クࢫࢭ）。 

佐藤 「̔͂人口減少下において地域経済の活力を高めるために」日本国際理ゎ教育学会➨ 31ᅇ

研究大会࣋࢖ࣞࣉンࠗࢺ世界とつながる໭㝣経済࠘㔠ἑ学㝔大学㸪2022年 
大㈹ཷ㈹௻業（2021ࢫࣅーࢧポータルあいち「あいち・ࢧ 年）」https://www.aichi-

service.jp/bestpractice/2021/（2022/3/29࢔クࢫࢭ）。 
「あいちࢧーࢫࣅ大㈹について」https://www.aichi-service.jp/about/（2022/3/29࢔クࢫࢭ）。 
大ᴦ┾⾰子「ᐩኈ市の産業支᥼に඲国からどᐹが᮶るワ࢘ࣁ࢘ࣀ̿ࢣをཷけ⥅ࡂ㺂ྛ地に㺀分㌟㺁

がㄌ⏕̿」ࠗ ᮾὒ経済ONLINE 2࠘016/4/5㸪https://newswitch.jp/p/3363（2023/3/29࢔クࢫࢭ）。 
藤㯞 ㏔「地方௻業支᥼のࢺࢫࣜࣕࢩ࣌ࢫが教える、「ࢭールࢫポ࢖ンࢺ」をぢつけฟす方ἲ」

ࠗBUSINESS CLASS ࠘ 2021/12/8 㸪 https://www.americanexpress.com/ja-jp/business/trends-and-
insights/articles/specialist-supporting-rurual-companies-shares-ideas-on-identifying-selling-points
 。（ࢫࢭク࢔2023/3/29）

 。（ࢫࢭク࢔2023/3/29）/ー https://www.p2sy.comࢶーࣆ
 
 
㝃グ 

 本稿は、2022年度岡崎大学懇話会「岡崎における産学官共同研究助成事業」による研究成果

の一㒊であり、➨ 22ᅇ岡崎大学懇話会地域活性化フォーラム（2023年 3᭶ 11日）における研

究ሗ࿌を論ᩥとして取り⧳めたものである。本研究にᑐして支᥼およࡧ༠力をおᐤࡏくࡔさっ

た㛵ಀྛ位、とりわけ小ᯘ㝯幸Ặ（岡崎市商ᕤປᨻ課࢜カࢬࣅ担当）にㅰពを⾲したい。また、

研究ሗ࿌の際に、NPOἲ人「21世⣖を๰る会・みかわ」のᶓᒣṇⓏẶから示၀にᐩ࣓ࢥࡴンࢺ
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を㡬ᡝした。同Ặにᑐしても、グしてㅰពを⾲したい。たࡔし、ありう࡭きㄗㅸ➼は、➹⪅で

あるわれわれの㈐にᖐするものである。 
 

 
1 たࡔし、そのᚋのわれわれの調査・研究にもとづいて、今枝・藤井[2021]で提示したモデル

の説明にⱝᖸの加➹・ಟṇを施している。 
2 小ฟẶは、「㈍㊰開ᣅ」「᪂商品・᪂ࢧーࢫࣅの開発」「᪂分㔝進ฟ」のために、まࡎ必要に

なるのは「その௻業のࢭールࢫポ࢖ンࢺを発ぢする」ことࡔが、経Ⴀ⪅は自♫ࡸ自♫商品との

㊥㞳が㏆すࡂるために、本当のࢭールࢫポ࢖ンࢺにẼがつきにくい。支᥼する௻業のࢭールࢫ

ポ࢖ンࢺをぢつけ課題㐩成のために知ᜨと࢖࢔デ࢔をฟすことを、自分に課した࣑ッࣙࢩンと

していると㏙࡭ている（藤㯞[2021]）。 
3 ⛅ඖ[2022]では、2つᫍのフランࢫᩱ理ᗑ「ラ・ࣦ࣎࢞࢓ンド(LA VAGABONDE)」（ྡྂᒇ

市）ࡸ、同じく 2つᫍのᑑྖᗑ「㩧 ᚿの助」（㔠ἑ市）で INASEの㣗ჾが᥇用されているこ

と、およࡧフランࢩ、ࢫン࢞ポール、ド࢖ࣂ、他ᾏ外の高⣭ࣞࢺࢫランな࡝にも⣡品が進ࢇで

いることが⤂௓されている。 
4 「あいちࢧーࢫࣅ大㈹」とは、「先進的なࢧーࢫࣅを提౪している事業⪅をᑐ㇟に、ඃ秀な

成ຌ事例を㑅考・⾲ᙲする、都㐨ᗓ┴ではึめてのไ度」であり、「ཷ㈹した事業⪅ࡸその取

組・ࢧーࢫࣅを広くPRすることにより、ඃ秀な成ຌ事例を広くᒎ開し、┴内ࢧーࢫࣅ産業の

⏕産性ྥ上をᅗ」るとされている（ࢧ・ポータルあいち[2023]）。 
5 ワーࢣーࣙࢩン（Workcation）とは、「ワーク（Work）㸻௙事」と「ࢣࣂーࣙࢩン

（Vacation）㸻ఇᬤ」を組みྜわࡏた㐀ㄒで、ཌ⏕ປാ┬[2021]では、「ࣞࢸワーク➼を活用

し、ᬑẁの࢜フィࢫとは␗なる場ᡤでవᬤをᴦしみつつ௙事を行う」こと（2㡫）とされてい

る。 
6 実際に、ࢬࣅモデル型支᥼ᣐⅬのᩘはቑ減を⧞り㏉し、ⴭしいቑ加はぢཷけられない。 
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がㄌ⏕̿」ࠗ ᮾὒ経済ONLINE 2࠘016/4/5㸪https://newswitch.jp/p/3363（2023/3/29࢔クࢫࢭ）。 
藤㯞 ㏔「地方௻業支᥼のࢺࢫࣜࣕࢩ࣌ࢫが教える、「ࢭールࢫポ࢖ンࢺ」をぢつけฟす方ἲ」

ࠗBUSINESS CLASS ࠘ 2021/12/8 㸪 https://www.americanexpress.com/ja-jp/business/trends-and-
insights/articles/specialist-supporting-rurual-companies-shares-ideas-on-identifying-selling-points
 。（ࢫࢭク࢔2023/3/29）

 。（ࢫࢭク࢔2023/3/29）/ー https://www.p2sy.comࢶーࣆ
 
 
㝃グ 

 本稿は、2022年度岡崎大学懇話会「岡崎における産学官共同研究助成事業」による研究成果

の一㒊であり、➨ 22ᅇ岡崎大学懇話会地域活性化フォーラム（2023年 3᭶ 11日）における研

究ሗ࿌を論ᩥとして取り⧳めたものである。本研究にᑐして支᥼およࡧ༠力をおᐤࡏくࡔさっ

た㛵ಀྛ位、とりわけ小ᯘ㝯幸Ặ（岡崎市商ᕤປᨻ課࢜カࢬࣅ担当）にㅰពを⾲したい。また、

研究ሗ࿌の際に、NPOἲ人「21世⣖を๰る会・みかわ」のᶓᒣṇⓏẶから示၀にᐩ࣓ࢥࡴンࢺ

－9－
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